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自
動
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は
い
つ
で
も
開
く
が
、
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う
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け
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５
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。
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…
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こ
の
お
か
し
な
物
語
は
、
私
た
ち
が
経
験
し
た
コ
ロ
ナ
禍
や
、
今
や
当
た
り
前
に
な
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
非
対
面
コ
ミ
ュ
ニ
ヶ
ー
シ
「
ン
の
奇
妙
さ
を
暗
示
し
て
い
る
．
”世
紀
の
不

条
理
は
、
す
で
に
リ
ア
ル
。
私
た
ち
は
、
い
つ
も
不
在
の
相
手
に
つ
な
が
れ
て
痔
た
さ

騨

鋼

、

れ
て
、
く
た
び
れ
て
い
る
。
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ベ
ケ
ッ
ト
の
有
名
戯
曲
を
思
わ
せ
る
題
名
に
、
そ
の
意
図

ｉ

・
ロ
ロ
ロ
》
 
が
込
め
一
ら
れ
て
い
る
。

Ｆ

鐸畷
一

古
に
興
じ
始
め
る
。
ま
る

児
そ
こ
に
は
い
な
い
誰
か

い
理
不

ヘ
な
状
況
で
、
居
く

る
。
ま
る
で
、
幽
一

Ｎ
Ｓ
で
の
非 ｋ

ｋ
Ｌ

い
し

映
画
の
舞
台
と
な
る
の
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界
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手
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、
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で
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さ
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た
こ
と
も
、
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ろ
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だ
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本
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胃目覚めるとそこは真夜中の図書館だった｡瞬介(井之脇海)が倒れていた階段の両側には､吹き抜けの
：天井まで高く伸びた本棚がそびえる｡扉という扉を開けて外に出てみるが､なぜか館内に戻ってしま
票

、 い ､途方に暮れる瞬介。やがて瞬介は ､旧友の行人 (大友一生）と貴織 (木竜麻生 )に再会。三人は大学時

代の演劇仲間だった。他にも、中年男の出目 (斉藤陽一郎 )や謎の女絵美 (澁谷麻美 )もいる。行人は、この状

況を逆手にとって、かつて上演できなかった芝居の稽古を始める。それは、行人が作 ･ 演するはずだった

「ピアニストを待ちながら｣。しかし、瞬介には気になることがあった。確か､行人は死んだはずでは．…･･･？
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